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コロナ禍の長期化は必至！求められているのは個人による「新

しい生活様式」だけでなく「新しい社会システム」です。そして

単に以前の状態に戻るのではなく、気候危機政策を基本とした経

済復興「グリーン・リカバリー」が世界的に重視されています。 

都知事選では宇都宮健児さんを応援しました。選挙結果も、気

候政策が最重要課題・争点とならなかったことも残念でした。 

▶小金井から結果をみると… 
○投票率 前回から 4.6%ダウンの 57.61％ 

○得票率 

小池候補  市部で 4 番目に低い 56.89％ 

宇都宮候補 全都で 4 番目に高い 17.52% 
  

▶前回と比べると 

○小池候補＋増田候補（自民） 41,306 票 

➡小池候補＋小野候補（維新）38,522 票 

 ＊自民党は事実上小池支援 

○鳥越候補        15,090 票 

➡宇都宮候補＋山本候補 15,927 票 

  ＊得票率は全都 4 番目に高い 28％ 
 
 

小金井では市民有志の「うつけんサポーター

ズ」と支援政党などが連携して応援しました。 

全都的にも立憲民主党、共産党、新社会党、

緑の党が支援した宇都宮さんの厳しい結果

は、今後の「野党共闘」の大きな課題です。 
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選挙中の 6/20、宇都宮さんは、

東京都が進めようとしている都市

計画道路予定地、はけ、野川、武

蔵野公園を視察。直後の武蔵小金

井駅の演説で、住民無視・自然破

壊の計画に反対、都市計画道路見

直しは重要課題！と訴えました。 

宇都宮さんの小金井の得票率は 

全都トップクラス（17.52％）、健闘でした。 

 

 

▶投票率 55％     得票数/得票率 

小池百合子 3,661,371 票/59.70％ 

宇都宮健児  844,151 票/13.76％ 

山本太郎   675,277 票/10.72％ 

小野泰輔   612,530 票/  9.99％ 
 

▶気候危機政策 ～グリーン・リカバリー 

選挙公報に「気候（地球温暖化）政策」が書かれていたのは宇

都宮さんだけでした。宇都宮さんは、2030年までのCO2排出量

半減の数値目標を明示し、石炭火力発電からの撤退を東京電力と

国に求めることや地方炭素税の導入などを掲げました。 

▶コロナ禍での選挙 
小池さんは現職として連日メディアに登場し、公費で選挙活

動をしているような異例な状態での圧勝という結果です。 

宇都宮選対は選挙事務所や街宣での消毒の徹底や３密回避、

街宣告知を極力控えて人を集めないなどコロナ対応に苦心し

つつ、オンライン企画やネット発信に力を入れました。 

6/14＠新宿、宇都宮さんを応援する女性たちと野党

各党の女性議員による街頭演説会に参加／連日、選

挙事務所に通い選挙カー運行をサポートしました。 

➤東京都の責任が問われる気候危機政策  
 

➤宇都宮さん 小金井の道路予定地視察  
 

▶小金井から結果をみると… 
 

➤コロナ禍での異例＆特殊な選挙 

▶宇都宮さん  
小金井の都市計画道路予定地を視
察 
選挙期間中の 6/20、宇

都宮さんは東京都の道路

計画の現地、はけと野川と

武蔵野公園を視察。直後の

武蔵小金井駅前での演説

でも、住民無視、自然破壊

の計画は行うべきではな

い、都市計画道路の見直し

は重要課題と訴えました。 

東京都 
知事選 

6/18-7/4 

 

新型コロナウイルス感染症への 

緊急対策 ー漢人あきこの提案ー 

 

●「いつでも どこでも 何度でも」 

積極的 PCR検査体制の飛躍的強化 
  
● 医療、介護、福祉施設への財政支援と 

関係従事者の待遇改善 
  
● 保健所強化とコロナ専門病院の建設 
  
● 人工呼吸器・ECMO（人工肺装置）・ 

マスク・防護服などの医療器具の充実 
  
● 営業制限・休業要請は補償とセットで 
  
● 仕事を失ったり収入が減少した 

非正規労働者、派遣労働者、 

フリーランス、学生への生活補償を 

 

新型コロナウイルス感染症への 
緊急対策 ー漢人あきこの提案 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

生きる権利を守る社会を 
 

１９人の命が奪われた津久井やまゆり園事件か

ら４年、政治家の「命の選別」発言や、ALS患者

の嘱託殺人など、生きにくい状況を抱えた人の生

きる権利を奪う発想がまかり通っています。 

20～30 代の頃の 24 時間介護を必要とする重

度の障害を持つみなさんの介護支援を通して、

「共に生きる社会」を考え模索してきました。 

だれでも年を取って、あるいは事故や病気で障

害を持つ身になるかもしれません。もう生きてい

たくない、生きるのが辛いと思うかもしれませ

ん。その時に欲しいのは、その辛さを軽減し、生

きることを支える環境や制度です。 

気候危機・コロナ危機でも同じ、世界中のだれ

もが生きる権利が守られる社会をめざしたい。 

コロナ対応と気候危機対策が優先 

未着手の道路計画は休止➡廃止へ 
コロナ対応は現在進行形でのもろもろの対策

だけではなく、今後長期にわたる景気低迷・税

収減も想定されるため、5/5 に 4 人の副知事の

連名で「新型コロナウイルス感染症の状況を踏

まえた当面の都政の運営について」という依命

通達が出されました。その中では、「休止する事

業」として、直ちに取り組む優先度が低い未着

手の事業をあげていて、対象には「都市計画道

路」も含まれています。 

未着手どころか地元の住民も議会も市長も

合意していない、CO2 削減にも逆行する「は

けと野川を壊す道路計画」は真っ先に休止し

て、そのまま廃止とするべき事業です。 

オリンピック・パラリンピック 

来年夏の開催も中止しよう  
世界的なコロナ禍の長

期化のなかで、来年の開催

はどう考えても無理です。 

そもそも「復興五輪」と

称して東電福島原発事故

の収束を演出し、被災者や

避難者の人権を侵害する

中で準備されてきた東京

五輪です。速やかに中止を

決めて、その経費を被災者

等への支援とコロナ対策

に充てるべきです。 

▶NO！オリンピックのための難民迫害  
オリ・パラ大会に向けて「世界一安全な国 日本をめ

ざす」という政府方針の下で、入国管理センターへの収

容者は増え、拘留が長期化し、非人間的で不衛生な環境、

精神安定剤の強制投与、女性収容者への組織的なセクハ

ラなど深刻な人権侵害が発生しています。そもそも日本

の難民認定率は 0.4％程度と著しく低く、オリンピック

精神とは真逆の実態です。5 月に国会議員有志による

「難民問題に関する議員懇談会」が発足しました。 

１ 

パートナーシップ宣誓制度 
小金井では今秋スタート 

東京都として広域的に導入を  
同性カップルの関係が婚姻に相当することを証明する

制度は、東京では渋谷区、世田谷区、府中市など 10 自治

体がすでに導入していて、小金井市など準備中の自治体も

複数あります。都道府県ではまだ茨城県、大阪府のみです

が、広域的に導入されれば対象者が増えるだけでなく、転

居に伴う返上が少なくなるなど利便性も高まります。一昨

年、都道府県初の LGBT差別禁止の人権条例を定め基本計

画も整備した東京都こそ、率先して整備すべき制度です。 

３ 
 

 

世界は「脱民営化」・「再公営化」 

新しい公共サービスの行方 
 
世界的に新自由主義の下で多く

の公共サービスが民営化されてき

ましたが、2000 年以降、水道、電

気、ごみ、教育などの「再公営化」

が進んでいます。民営化によって

劣化や高騰化したサービスを市民

や自治体が取り戻す動きです。 

オランダの民間研究所が58か国

1400 件以上の再公営化の成功例

のレポートをまとめました。 

民営化の動きが止まらない日本ですが、コロナ

危機は公共サービスの重要性も改めて明らかに

しました。大いに参考にしたいと思います。 
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中止 

33％ 

再延期 

33％ 

来夏開催 

29％ 

朝日新聞世論調査（東京都民） 
7/18-19 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
朝日新聞デジタル調査 7/13-28 

中止すべき79.8％ 
 


